
チェック項目 はい いいえ 工夫している点
課題や改善すべき点を踏まえた
改善内容又は改善目標

1
利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で
適切である

5 10

子どもの特性を考慮して廊
下なども使用しながら、空
間を分けて安全に遊べる
ようにしている。１つの部
屋で大人数にならないよう
に時間や遊ぶ場所を分け
ている。

子どもの人数や職員の不足で、同じ場所
に集まり密になることがある。
園庭がせまいため、定期的に公園へ行っ
て走ったり、遊具で遊べるようにしている。
プレイルームが狭く、子ども同士の接触が
起こる可能性が高い。床にテープを貼っ
て、１方向のみに走るというルールを身に
付けられるようにしている。

2 職員の配置数は適切である 14 1

配置数は満たしているが、個別の配慮が
必要な子どもがいると足りないと感じる。
児発管、子どもの休みが多いクラスの職
員や法人の他事業所から応援に入り、対
応している。

3

生活空間は、本人にわかりやすく構造化された
環境になっている。また、障害の特性に応じ、
事業所の設備等は、バリアフリー化や情報伝達
等への配慮が適切になされている

14 1

柱の角や危ない箇所に
クッション材をつけている。
危ない場所にはイラストで
子どもに伝えたり、カバー
をして見えないようにして
いる。
療育に支障がない程度に
必要最低限の物を掲示し
ている。

パーテーションなどがあるとよいと思うが、
倒れた時の危険性も予測される。代用で
きるものがないか検討。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境に
なっている。また、子ども達の活動に合わせた
空間となっている

14 1

整理整頓を徹底して行う。
毎日の掃除を職員で分担
して行い、清潔な空間で保
育している。
コロナ対策のため、手すり
やドアノブなど細部まで消
毒をしている。

建て替え時に設備の配慮が必要だった。
（手洗い場のお湯の配管など）
職員で代用できることを考えながら、整備
をしている。

5
業務改善を進めるためのPDCAサイクル（目標
設定と振り返り）に、広く職員が参画している

14 1

時期によっては残業も増える。現場で課題
になっていることを児発管に報告し、職員
１人１人が円滑に業務をすすめることがで
きるよう、業務改善を行っていく必要があ
る。

6
保護者等向け評価表により、保護者等に対して
事業所の評価を実施するとともに、保護者等の
意向等を把握し、業務改善につなげている

15

保護者から頂いた感想文
やアンケートに目を通し、
次回改善にできるようにし
ている。

7

事業所向け自己評価表及び保護者向け評価
表の結果を踏まえ、事業所として自己評価を行
うとともに、その結果による支援の質の評価及
び改善の内容を、事業所の会報やホームペー
ジ等で公開している

15

8
第三者による外部評価を行い、評価結果を業
務改善につなげている

15

9
職員の資質の向上を行うために、研修の機会
を確保している

15

保育やコロナへの影響に
より限られているが、参加
できるものに参加してい
る。
園内での研修も定期的に
実施。

より専門性を高めるため、職員からの受講
希望も聞きながら、研修に参加していきた
い。
園内研修については、全職員で一斉に行
うことが難しい状況。経験年数は違って
も、同じ内容を共有するのも良いのではな
いか。

10
アセスメントを適切に行い、子どもと保護者の
ニーズや課題を客観的に分析した上で、児童
発達支援計画を作成している

15
保護者のニーズを１番に
考えたうえで、話し合いを
重ね支援を計画している。

11
子どもの適応行動の状況を図るために、標準
化されたアセスメントツールを使用している

13 2
様式はあるが、発達検査などを参考にし
たより細かい発達チェックシート（仮）を用
いるのも良いのではないか。

12

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイド
ラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の
「発達支援（本人支援及び移行支援）」、「家族
支援」、「地域支援」で示す支援内容から子ども
の支援に必要な項目が適切に選択され、その
上で、具体的な支援内容が設定されている

13 2

ガイドラインを読んでいない、十分に理解
出来ていない人もいるのではないか。
理解することでセンターとしてやるべきこと
が見えてくると思われる。年度初めに全体
で共有する時間を設ける。

13
児童発達支援計画に沿った支援が行われてい
る

15

定期的な支援会議、時間
があるときにクラスの職員
で話し合い、支援方法を統
一させている。

14 活動プログラムの立案をチームで行っている 15
特性に合わせた活動内容
を職員で考え、取り組んで
いる。

15
活動プログラムが固定化しないよう工夫してい
る

15

日替わりで活動を実施。
１回で終わるのではなく、
繰り返し行って子どもの反
応の変化をみたり、同じ活
動でも進め方を変えて実
施をすることで、子ども自
身の理解度も深めながら、
期待を持って参加できるよ
うにしている。
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チェック項目 はい いいえ 工夫している点
課題や改善すべき点を踏まえた
改善内容又は改善目標

16
子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を
適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成し
ている

15

同じ目標であっても、１人１
人の子どもの状況や特性
に合わせた活動や支援計
画を作成している。

17
支援開始前には職員間で必ず打合せをし、そ
の日行われる支援の内容や役割分担について
確認している

14 1

毎朝必ず活動の内容や
職員が少ない場合は注意
することなどを全体で共
有。

18
支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、そ
の日行われた支援の振り返りを行い､気付いた
点等を共有している

14 1

毎日終礼時に保育につい
て気付きを振り返り、次の
支援で活かすことができる
ようにしている。

どうしても経験がある職員だけが発言して
しまうことが現状。あえて、年数の少ない
人に意見を求めるなどの進め方がいいの
では。

19
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、
支援の検証・改善につなげている

14 1
記録を取るだけで終わってしまっていると
ころもある。支援の検証・改善につなげる
仕組みをつくることが必要。

20
定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計
画の見直しの必要性を判断している

14 1
聞き取りが足りていない部分もあるので、
日々電話や連絡帳での丁寧な聞き取りを
心掛ける必要あり。

21
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議
にその子どもの状況に精通した最もふさわしい
者が参画している

15

相談支援事業所との連携
は照会文書と電話が中
心。
なにかあれば逐一情報共
有するようにしている。

22
母子保健や子ども・子育て支援等の関係者や
関係機関と連携した支援を行っている

10 5

ケースとしては少ないが、
地域の子育て支援関係機
関と情報共有を行ってい
る。

緊急時に関係機関の介入がスムーズにな
るよう、連携を図る必要あり。

23

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害
のある子ども等を支援している場合）
地域の保健、医療、障害福祉、保育、教育等の
関係機関と連携した支援を行っている

対象児なし

24

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害
のある子ども等を支援している場合）
子どもの主治医や協力医療機関等と連絡体制
を整えている

対象児なし

25
移行支援として、保育所や認定こども園、幼稚
園、特別支援学校（幼稚部）等との間で、支援
内容等の情報共有と相互理解を図っている

14 1

文書等で引継ぎを行って
いる。
同法人の放課後デイに関
しては、実際に放デイ職員
が支援に入り引継ぎをして
いる。

26
移行支援として、小学校や特別支援学校（小学
部）との間で、支援内容等の情報共有と相互理
解を図っている

14 1

入園前の引継ぎはできているが、その後
の連携はなし。
卒園後の繋がりが途絶えてしまうため、園
からの情報がどこまで就学先で活かせて
いるのか、分からない。就学後の連携が
可能であればしていきたい。

27
他の児童発達支援センターや児童発達支援事
業所、発達障害者支援センター等の専門機関
と連携し、助言や研修を受けている

15

複数の施設が出席する単
独通園研修に参加し、各
園の支援や運営の状況に
ついて情報共有をしてい
る。
他センターの専門職（ST）
に来てもらい、言語相談な
どをしていただいている。

28
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、
障害のない子どもと活動する機会がある

1 14

コロナの影響でできていない。
主活動の時間帯に差があり、交流すること
は難しいと思われる。少しの時間でも交流
できるとよい。

29
（自立支援）協議会子ども部会や地域の子ど
も・子育て会議等へ積極的に参加している

2 13
コロナの影響でできていない。
センターの役割として、積極的に参加はし
ていきたいと思っている。

30
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子
どもの発達の状況や課題について共通理解を
持っている

15

連絡帳のフリースペースを
多めに設けて、家庭での
相談事があれば気軽に書
いていただけるようにして
いる。

バスを降りるときに話すことはあるが、詳し
く話すことは少ない。電話や連絡帳を通し
て伝えることもある。

31
保護者の対応力の向上を図る観点から、保護
者に対して家族支援プログラム（ペアレント･ト
レーニング等）の支援を行っている

7 8

コロナの影響で保護者に対する学習会が
できなかった。いろんなことが緩和されて
きたタイミングで、保護者の希望やニーズ
を基に学習会などの開催を検討したい。

32
運営規程、利用者負担等について丁寧な説明
を行っている

15 入園説明会時に説明。

33

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の
提供すべき支援」のねらい及び支援内容と、こ
れに基づき作成された「児童発達支援計画」を
示しながら支援内容の説明を行い、保護者から
児童発達支援計画の同意を得ている

15
年に３回の個別面談のな
かで行っている。
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チェック項目 はい いいえ 工夫している点
課題や改善すべき点を踏まえた
改善内容又は改善目標

34
定期的に、保護者からの子育ての悩み等に対
する相談に適切に応じ、必要な助言と支援を
行っている

14 1

保護者からの相談対応は
もちろん、職員自ら気にな
ることがあれば連絡を入れ
るようにしている。

助言を行っているが、その後の経過を確
認できていないこともある。
経過を確認して、助言を基にした保護者の
対応の効果を把握しておく必要あり。

35
父母の会の活動を支援したり、保護者会等を開
催する等により、保護者同士の連携を支援して
いる

0 15 保護者会設立なし。

36

子どもや保護者からの相談や申入れについ
て、対応の体制を整備するとともに、子どもや
保護者に周知し、相談や申入れがあった場合
に迅速かつ適切に対応している

15

保護者から相談などが
あった段階で児発管と施
設長が共有。
現場の職員と状況を確認
しながら対応している。

37
定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予
定、連絡体制等の情報を子どもや保護者に対
して発信している

15

園のおたよりだけでなく、
法人でも広報誌を発行。
今年度から保護者への連
絡に関しては、メール配信
を導入。周知事項を迅速
に伝えられるにした。

定期的に写真付きのおたよりを発行してい
るが、発行の頻度を増やして欲しいとの意
見もあった。保育中に写真を撮ることは子
どもから目を離すためリスクや負担が大き
いが、できるだけ発行したいと思っている。

38 個人情報の取扱いに十分注意している 15

個人情報の取り扱いに注
意が必要なものは施錠の
できるキャビネで保管して
いる。

39
障害のある子どもや保護者との意思の疎通や
情報伝達のための配慮をしている

15

40
事業所の行事に地域住民を招待する等地域に
開かれた事業運営を図っている

3 12

保護者学習会時に地域の
公民館を使用したり、外部
施設での親子行事を実施
した。

園行事へのボランティアとしての参加を検
討したいが、コロナの影響でできない。状
況を見ながら行っていきたい。

41

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染
症対応マニュアル等を策定し、職員や保護者に
周知するとともに、発生を想定した訓練を実施
している

15

各種マニュアルは、職員と
保護者がいつでも見ること
ができるように、園内に掲
示している。

42
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出
その他必要な訓練を行っている

14 1

地震や火災を想定した訓練は行っている
が、不審者の侵入を想定した訓練も必要
と思われる。
近くに交番もあるため、必要であれば連携
を図りたい。

43
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等の
こどもの状況を確認している

15
必要な場合は服薬指示書
を提出していただいてい
る。

職員間で子どもが服用している薬などを
伝えて把握するようにしている。

44
食物アレルギーのある子どもについて、医師の
指示書に基づく対応がされている

14 1
アレルギー対応が必要な
子どもは年に１回診断書
の提出をお願いしている。

45
ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有
している

14 1

ヒヤリハット案件があった
場合は、報告書を作成し
全職員が回覧し、朝礼終
礼時に、対応策等につい
て、共有している。

46
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保
する等、適切な対応をしている

15

半年に１回「虐待の芽
チェックリスト」を用いて虐
待に対する意識を確認し
たり、年に１回職員会議で
研修を行っている。

47

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うか
について、組織的に決定し、子どもや保護者に
事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発
達支援計画に記載している

14 1
基本的に身体的拘束を行
わないでいいような支援内
容を考えている。
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○この「事業所における自己評価結果（公表）」は事業所全体で行った自己評価です。
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